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　古ふるくから、人ひとも知しつた有名いうめいな引手茶屋ひきてぢやや。それが去年きよねんの吉原よしはらの火事かじで燒やけて、假宅かりたくで營業しやうばいをして居ゐたが、續つゞけて營業しやうばいをするのには、建たて復なほしをしなくてはならぬ。

　金主きんしゆを目付めつけたが、引手茶屋ひきてぢややは、見込みこみがないと云いふので、資本もとでを下おろさない。

　殊ことに、その引手茶屋ひきてぢややには、丁度ちやうど妙齡としごろになる娘むすめが一人ひとりあつて、それがその吉原よしはらに居ゐるといふ事ことを、兼々かね〴〵非常ひじやうに嫌きらつて居ゐる。娘むすめは町まちへ出度でたいと言いふ。

　女房かみさんの料簡れうけんぢやあ、廓外そとへ出でて──それこそ新橋しんばしなぞは、近來きんらい吉原よしはらの者おのも大勢おほぜい行いつて居ゐるから──彼處等あすこらへ行いつて待合まちあひでもすれば、一番いちばん間違まちがひは無ないと思おもつたのだが、此議これは又またその娘むすめが大反對だいはんたいで、待合まちあひなんといふ家業かげふは、厭いやだといふ殊勝しゆしような思慮かんがへ。

　何なにをしよう、彼かにをしようと云いふのが、金主きんしゆ、誰彼たれかれの發案さうだんで、鳥屋とりやをする事ことになつた。

　而さうして、まあ或ある處ところへ、然しかるべき家うちを借かり込こむで、庭にはには燈籠とうろうなり、手水鉢てうづばちも、一寸ちよつとしたものがあらうといふ、一寸ちよつと氣取きどつた鳥屋とりやといふ事ことに話はなしが定きまつた。

　その準備じゆんびに就ついても取々とり〴〵奇きな事ことがあるが、それはまあ、お預あづかり申まをすとして、帳場ちやうばへ据すゑて算盤そろばんを置おく、乃至ないし帳面ちやうめんでもつけようといふ、娘むすめはこれを（お帳場ちやうば〳〵）と言いつて居ゐるが、要えうするに卓子テエブルだ。それを買かひ込こむ邊あたりから、追々おひ〳〵珍談ちんだんは始はじまるのだが……

　先まづ其そのお帳場ちやうばなるものが、直ぢき近所きんじよには、四圓五十錢よゑんごじつせんだと、新あたらしいのを賣うつて居ゐる。けれども、創業さうげふの際さいではあるし、成なるたけ金かねを使つかはないで、吉原よしはらに居ゐた時ときなんぞと異ちがつて、總すべてに經濟けいざいにしてやらなくちや可いかんと云いふので、それから其その女房かみさんに、娘むすめがついて、其處等そこいらをその、ブラ〳〵と、見みて歩あるいたものである。

　茲こゝに件くだんの娘むすめたるや、今いまもお話はなしした通とほり、吉原よしはらに居ゐる事ことを恥はぢとし、待合まちあひを出だす事ことを厭いやだと云いつた心懸こゝろがけなんだから、まあ傍はたから勸すゝめても、結綿いひわたなんぞに結いはうよりは、惡わるくすると廂髮ひさしがみにでもしようといふ──

　閑話休題それはとにかく、母子ふたりは其處等そこらを見みて歩あるくと、今いま言いつた、其そのお帳場ちやうばが、橋はし向むかうの横町よこちやうに一個ひとつあつた。無論むろん古道具屋ふるだうぐやなんです。

　値ねを聞きくと三圓九十錢さんゑんきうじつせんで、まあ、それは先せんのよりは安やすい。が、此奴こいつを行いきなり女房かみさんは、十錢じつせん値切ねぎつて、三圓八十錢さんゑんはちじつせんにお負まけなさいと言いつたんです。

　するとね、これから滑稽こつけいがあるんだが……その女房かみさんの、これを語かたる時ときに曰いはくさ。

「道具屋だうぐやの女房かみさんは、十錢じつせん値切ねぎつたのを癪しやくに觸さはらせたのに違ちがひない。」

　本人ほんにんは、引手茶屋ひきてぢややで、勘定かんぢやうを値切ねぎられた時ときと同おなじに、是これは先方むかう（道具屋だうぐやの女房かみさん）も感情かんじやうを害がいしたものと思おもつたらしい。

　因そこで、感情かんじやうを害がいしてるなと、此方こつちでは思おもつてる前方せんぱうが、件くだんの所謂いはゆるお帳場ちやうばなるもの……「貴女あなた、これは持もつて行いかれますか。」と言いつた。

　然さうすると此方こつちは引手茶屋ひきてぢややの女房かみさん、先方むかうも癪しやくに觸さはらせたから、「持もてますか。」と言いつたんだらう。持もてますかと言いつたものを、持もたれないと云いふ法はふはない。「あゝ持もてますとも」と言いつて、受取うけとつて、それを突然いきなり、うむと、女房かみさんは背負しよつたものです。

　背負しよふと云いふと、ひよろ〳〵、ひよろ〳〵。……一足ひとあし歩あるき出だすと又またひよろ〳〵。……

　女房かみさんは、弱よわつちやつた。可恐おそろしく重おもいんです。が、持もたれないといふのは悔くやしいてんで、それに押おされるやうにして、又またひよろ〳〵。

　二歩ふたあし三歩みあしひよろついてると思おもふと、突然いきなり、「何なにをするんだ。」といふ者ものがある。

　本人ほんにんは目めが眩くらんで居ゐるから、何なにが何どうしたかは分わからない。が、「何なにをするんだ。」と言いはれたから、無論むろん打着ぶつかつたに違ちがひない、と思おもつたんです。で、「眞平まつぴら御免ごめんなさい。」と言いふと、又またひよろ〳〵とそれを背負しよつて歩あるく。然さうすると、その背後うしろで、娘むすめは、クツクツクツクツ笑わらふ。と、背負しよつてる人ひとは、「何なんだね、お前まへ、笑わらひ事ごツちやないやね。」と言いひながら又またひよろ〳〵。

　偖さて、然さうなると、この教育けういくのある娘むすめが、何なにしろ恰好かつかうが惡わるい、第一だいいち又また持もちやうが惡わるい、前まへへ𢌞まはして膝ひざへ取とつて持もち直なほせといふ。

　それから娘むすめが、手傳てつだつて、女房かみさんは、それをその、胸むねの處ところへ、兩手りやうてで抱だいた。

　抱だくと、今度こんどは、足あしが突張つツぱつて動うごかない。前まへへ、丁度ちやうど膝ひざの處ところへ重おもしが掛かかる。が、それでも腰こしを据すゑて、ギツクリ〳〵一歩ひとあし二歩ふたあしづゝは歩あるく。

　今度こんどは目めは眩くらまない。背後うしろの方はうも見みえるから、振返ふりかへつて背後うしろを見みると、娘むすめは何故なぜか、途中みちへ踞しやがんでて動うごかない。而さうして横腹よこばらを抱かゝへながら、もう止よしておくれ〳〵と言いつて居ゐる。無論むろん可笑をかしくて立たつ事ことも出來できないのだ。

　それが、非常ひじやうに人ひとの雜沓ざつたうする、江戸えどの十字街じふじがい、電車でんしやの交叉點かうさてんもあるし、大混雜だいこんざつの中なかで其その有樣ありさまなんです。恐おそらく妙齡としごろの娘むすめが横腹よこばらを抱かゝへながら歩あるいたのも多度たんとはあるまいし、亦またお帳場ちやうばを持もつて歩あるいた女房かみさんも澤山たんとはあるまい。何どうしても其その光景くわうけいが、吉原よしはらの大門おほもんの中なかで演やる仕事しごとなんです。

　往來わうらいを行交ゆきかふもの、これを見みて噴出ふきださざるなし。而そして、その事ことを、その女房かみさんが語かたる時ときに又また曰いはく、

「交番かうばんの巡査おまはりさんが、クツクツ言いつて笑わらつて居ゐたつけね。」

　すると傍かたはらから、又またその光景やうすを見みて居ゐた娘むすめの云いふのには、「その巡査おまはりさんがね、洋刀サアベルを、カチヤ〳〵カチヤ〳〵搖ゆすぶつて笑わらつて居ゐた。」と附つけ足たします。

　で、客きやくが問とうて曰いはく、

「それを家うちまで持もつて來きたの、」

　女房かみさんが答こたへて、

「串戲じようだん言いつちや可いけません。あれを持もつて來こようものなら、河かはへ落おつこつて了しまつたんです。」と、無論むろん高たかい俥代くるまだいを拂はらつて、俥くるまで家うちまで持もつて來きたものです。

　今度こんどは買物かひものに出でる時ときは、それに鑑かんがみて、途中とちうからでは足許あしもとを見みられるといふので、宿車やどぐるまに乘のつて家うちを飛とび出だした。

　その時ときの買物かひものが笊ざる一ひとつ。而さうして「三十五錢さんじふごせん俥賃くるまちんを取とられたね。」と、女房かみさんが言いふと、又また娘むすめが傍そばに居ゐて、「違ちがふよ、五十錢ごじつせんだよ。」と言いふ。

　それから又また別べつの時とき、手水鉢てうづばちの傍わきへ置おく、手拭入てぬぐひいれを買かひに行いつて、それを又また十錢じつせん値切ねぎつたといふ話はなしがありますが、それはまあ節略せつりやくして──何なんでも値切ねぎるのは十錢じつせんづゝ値切ねぎるものだと女房かみさんは思おもつて居ゐる。

　偖さて、店みせをする、料理人れうりにんも入はひつて、お客きやくも一寸々々ちよい〳〵ある事ことになる。

　と、或あるお客きやくが手てを叩たゝく。……まあ大おほいに勉強べんきやうをして、娘むすめが用ようを聞ききに行いつた。──さうすると、そのお客きやくが、「鍋下なべした」を持もつて來こいと言いつた。

「はい。」と言いつて引下ひきさがつたが分わからない。女房かみさんに、「一寸ちよつと鍋下なべしたを持もつて來こい、と言いつたが何なんだらう。」と。

　茲こゝに又またきいちやんと稱となへて、もと、其處そこの内うちで内藝妓うちげいしやをして居ゐたのがある。今いまは堅氣かたぎで、手傳てつだひに來きて居ゐる。

　と、其そのきいちやんの處ところへ來きて、右みぎの鍋下なべしただが、「何なんだらう、きいちやん知しつてるかい。」と矢張やつぱり分わからない女房かみさんが聞きくと、これが又また「知しらない。」と言いふ。

「料理番れうりばんに聞きくのも悔くやしいし、何なんだらう……」と三人さんにんで考かんがへた。考かんがへた結果あげく、まあ年長としうへだけに女房かみさんが分別ふんべつして、「多分たぶん釜敷かましきの事ことだらう、丁度ちやうど新あたらしいのがあるから持もつておいでよ。」と言いつたんださうです。

　然さうすると、きいちやん曰いはく、「釜敷かましき？　何なんにするだらう？」

　此處こゝがその、甚ひどく仲なかの町ちやう式しきで面白おもしろいのは、女房かみさんが、「何なにかのお禁呪まじなひになるんだらう。」と言いつた。因そこで、その娘むすめが、恭うや〳〵しくお盆ぼんに載のせて、その釜敷かましきを持もつて出でる。と、客きやくが妙めうな顏かほをして、これを眺ながめて、察さつしたと見みえて噴出ふきだして、「火ひの事ことだよ〳〵。」と言いふ。

　でまあ恁かう云いふ體裁ていさいなんですがね。女中ぢよちうには總すべて怒鳴どならせない事ことにしてあるんださうだが、帳場ちやうばへ來きてお誂あつらへを通とほすのに、「ほんごぶになま二にイ」と通とほす。と此これを知しる者もの一人ひとりもなし。で、誠まことに困こまつてる。

　と、又また、或時あるときその女中ぢよちうが、同おなじやうに、「れいしゆ。」と言いつた。又また分わからない。「お早はやく願ねがひます。」と又また女中ぢよちうが言いつた。

　するとその娘むすめが、「きいちやん、れいしゆあるかい、れいしゆあるかい。」と聞きいた。

　もと藝妓げいしやのきいちやんが、もう一人ひとりの手傳てつだひに向むかつて、

「あ、早はやく八百屋やほやへおいで、」と言いつた。女中ぢよちうが、

「八百屋やほやへ行いつて何どうなさるんです。」

　きいちやんが、

「だつてあるかないか知しらないが、八百屋やほやへ行いつたらばれいしゆがあるだらう。」

　女中ぢよちうは驚おどろいて、

「冷酒ひやざけの事ことですよ。」

　冷酒れいしゆと茘枝れいしと間違まちがへたんですが……そんなら始はじめから冷酒ひやざけなら冷酒ひやざけと言いつてくれれば可いいのにと家内中うちぢうの者ものは皆みな言いつて居ゐる。又またその女中ぢよちうが「けいらん五、」と或時あるとき言いつた。而さうして、それは、その、きいちやんたるものが聞ききつけて、例れいの式しきで、「そんなものはない。」と言いつたが、これは教育けういくのある娘むすめが分わかつた。

「ね、きいちやん、けいらんツて玉子たまごの事ことだね。」

　すると又またきいちやんの言いつた言葉ことばが面白おもしろい。

「そんな奴やつがあるものか。」

「だつて玉子屋たまごやの看板かんばんには何なんと書かいてある？」

「矢張やつぱりたまごと書かいてあるだらう。」と云いふんです。

　……今いまの鍋下なべした、おしたぢを、むらさき、ほん五分ごぶに生なま二になぞと來きて、しんこと聞きくと悚然ぞつとする。三みつ葉ばを入いれないで葱ねぎをくれろといふ時ときにも女中ぢよちうは「みつなしの本ほん五分ごぶツ」といふ。何どうも甚はなはだ癪しやくに障さはると、家内中うちぢうの連中ものがこぼすんです。

　而そして、おしたぢならおしたぢ、葱ねぎなら葱ねぎ、三みつ葉ばなら三みつ葉ばでよからうと言いつて居ゐる。

　──も一つ可笑をかしな話はなしがある。鳥屋とりやのお客きやくが歸かへる時ときに、娘むすめが、「こんだいつ被入いらつしやるの。」と言いふと、女房かみさんが又またうツかり、「お近ちかい内うち──」と送おくり出だす。

明治四十五年五月

底本：「鏡花全集　巻二十七」岩波書店

　　　1942（昭和17）年10月20日第1刷発行

　　　1988（昭和63）年11月2日第3刷発行

※題名の下にあった年代の注を、最後に移しました。

※表題は底本では、「廓くるわそだち」とルビがついています。

入力：門田裕志

校正：川山隆
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